
組立て前に必ずよくお読み下さい。

ご準備頂くもの
・プラス(＋)ドライバー
・はさみ、またはカッターナイフ
・少し大きめのダンボール、またはやわらかい布(タオルや布団等)
　

※ 組み立て時の注意

・ 安全に組み立てるために2人以上での組立をお勧めします。

・ 組み立ては平らな場所で、床などに傷がつかないようにダンボールや柔らかい布等を敷いて行ってください。

・ 最初はゆるめに組んでおき、最後に全体のバランスを見ながらしっかりとネジを締めてください。

・ 部品は正確に取り付けてください。

フラップチェスト
フラップ扉6枚タイプ
DS120-F6 mr334

次の部品や小物を使用する場合は、必ず下記の要領を守って正しく組立てて下さい。

○ボンド・ダボ（接着について）

このボンドマークがあるところでは、
下記のようにボンドを使用します。

ダボ穴に
ボンドを垂らし、
ダボを
その上から
差し込む。

ダボに直接
ボンドを垂らし、

穴の部分を
かぶせて取り付ける。

①カムロック(受け)を穴に入れます

②カムロック(ボルト)を(受け)が

　 入ってる 箇所に差し込みます。

③カムロック(受け)をドライバーで

　 135°～180°回してください。

○カムロック受け・固定方法



① 左側板 ×１

⑥ 左固定板 ×１ ⑦ 右固定板 ×１ ⑧ 中固定板 ×１

Ｆ 戸当たりシールは、お好みにより、
フラップ扉を閉じた際に本体と触れ合う部分に貼り、
扉の開閉時の防音にお役立て下さい。

② 右側板 ×１ ③ 中仕切り板 ×２ ④ 天板 ×１ ⑤ 地板 ×１

⑨ フラップ扉 ×６ ⑩ 背板 ×３ ⑪ 台輪 前後各１

前台輪
(化粧仕上げ)

後台輪
(茶色)

Ａ ネジ ×12

3.5x12KA
専用ネジ×12

Ｂ アルミ取っ手 ×６ Ｃ ボンド ×１

専用ネジ×18

Ｄ 背板ストッパー ×18

Ｅ スライドピン ×12

Ｆ 戸当たりシール ×12

※透明の丸いシールです。

Ｈ ネジ隠しシール ×８Ｇ カムロック ×４セット

カムロックボルト×４本

カムロック受け×８個

8



⑥

1 2 3

4 5

上

前

※この工程は二人組で行うことをおすすめします。 ※この工程は二人組で行うことをおすすめします。

背板溝がある方が
後ろ側です。

面
裏

面
裏

面
裏

面
裏

まずフラップ扉を組み立てます。

⑨フラップ扉の裏面から、Bアルミ取っ手を
専用ネジを使って図のように取り付けます。

さらにフラップ扉にEスライドピンを差し込みます。
（計6枚の扉を同様の手順で組み立ててください。）

⑤地板の裏面に、⑪台輪をCボンドを使って取り付けます。
この際、台輪の前後を間違わないように気をつけて下さい。
(茶色い方が後台輪です。)

①左側板にSTEP2で組み立てた地板と、⑥左固定板をAネジ大を使って図のように取り付けます。

※スライドピンの
長い方の突起を扉に差しこみます。

前

上

次に本体を組み立てます。

⑨

⑨

⑤

⑥

①
G

G

裏面

⑥左固定板にGカムロック受けを図1のように取り付けます。
⑨フラップ扉のスライドピンを①左側板の溝の中に差しこみます。

STEP4で組み立てた本体に、③中仕切り板を取り付けます。
⑨フラップ扉のスライドピンが③中仕切り板の溝に入っていることを確認しつつ、
Aネジで③を⑤地板に図のように取り付けます。

⑤

③

⑨

⑨

裏面

図1



⑧

※この工程は二人組で行うことをおすすめします。※この工程は二人組で行うことをおすすめします。

※この工程は二人組で行うことをおすすめします。

⑧中固定板にGカムロック受けを
図1のように取り付けます。

⑨フラップ扉のスライドピンを③中仕切り板の溝の中に差しこみます。
6 7

8 9

③中仕切り板にGカムロックボルトを貫通させ、⑥左固定板のカムロック受けに挿入し、
締め付けて固定します。同様に、⑧中固定板にもGカムロック受けを取り付け、
カムロックボルトを挿入し、カムロック受けを回転させて締め付け固定をします。

STEP5,6と同様に、③中仕切り板をAネジで取り付け、Gカムロックボルトを使い、
⑦右固定板を図の様に取り付けます。

※この工程は二人組で行うことをおすすめします。
Aネジを使って、②右側板を本体に取り付けます。

⑤

③
⑧

G

G

G

G

⑨

⑨

裏面

⑤

③

⑧

⑨

⑨

G

裏面

③

⑦

G

G

裏面

⑨

⑨

7

8

②

⑦⑤

A

A

A

A

上

※カムロックの締め付け方は
1ページ目をご覧下さい。

※カムロックの締め付け方は
1ページ目をご覧下さい。

図1

※Gを③に貫通させます。

※Gを③に貫通させます。



D背板ストッパーを取り付け、Hネジ隠しシールを貼って完成です。

背板ストッパーは平らな部分を
背板のすき間に差し込み、

ネジで固定します。

10 11

12

本体を静かに起こし、⑩背板を図のように差し込みます。 ④天板を、Cボンドを使って取り付けます。

②

⑩

⑩

⑩

②

⑩

⑩

⑩

④

C

C

③天板と本体にすき間が空く場合は、
背板が溝の奥までしっかり入っているかを
ご確認下さい。


